
自
治
体
と
民
の
連
携
で

取
り
組
む
水
ビ
ジ
ネ
ス
海
外
展
開
の
最
新
動
向

海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
が
八
十
兆

～
百
二
十
兆
円
と
予
測
さ
れ
る
中
、

日
本
の
地
方
自
治
体
の
海
外
水
ビ
ジ

ネ
ス
ヘ
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
将
来
の
上

下
水
道
料
金
収
入
の
減
少
に
対
す
る

収
入
の
多
角
化
、
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
人
材
活
用
に
よ
る
国
際
貢
献
、

さ
ら
に
地
元
企
業
の
雇
用
促
進
が
あ

る

（図
）。

従
来
の
水
関
連
企
業
に
加
え
、
地

元
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
将
来
の

水
関
連
装
置
や
維
持
管
理
ビ
ジ
ネ
ス

を
模
索
す
る
中
小
企
業
は
、
今
か
ら

各
自
治
体
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
向
に

関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
参
加
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

一鑽
自
治
体
の
水
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
取
り
組
み

●
東
京
都
の
取
り
組
み

東
京
都
は
二
〇

一
〇
年
に
作
成
し

た

「東
京
水
道
経
営
プ
ラ
ン
」
の
中

で
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
積
極
的
に
乗

り
出
す
こ
と
を
宣
言
、
猪
瀬
直
樹
副

知
事
が
先
頭
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
団
を
六
カ
国

に
派
遣
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
面
に
お
い
て
は
第
ニ
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
、
東
京
水
道
サ
ー
ビ

ス
側

（Ｔ
Ｓ
Ｓ
）
を
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
三
菱
商
事
、
日
揮
、
荏
原
製
作

所
の
共
同
出
資
会
社
、
水
一品
的
に
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導
支
援
し
て
い
る
。

東
京
都
は
現
在
、
民
間
企
業
六
十
二

社
と
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス

・
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
今

年
四
月
に
は
、
海
外
戦
略
を
加
速
す

る
た
め
に
、
東
京
水
道
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
帥

（資
本
金
二
億
円
、
Ｔ

Ｓ
Ｓ
全
額
出
資
）
を
設
立
し
て
い
る
。

●
横
浜
市
の
取
り
組
み

横
浜
市
は

一
〇
年
七
月
に
市
が
全

額
出
資
し
、
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
帥
を

設
立
、
民
間
か
ら
社
長
を
公
募
し
、

国
内
外
の
自
治
体
や
企
業
向
け
に
研

修
や
指
導
を
し
て
い
る
。
ま
た
横
浜

に
本
社
が
あ
る
日
揮
と
海
外
向
け
イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
で
基
本
協
定
を
締

結
し
た
。
さ
ら
に

一
一
年
に
は
横
浜

水
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
を
設
立
し
、
百

三
十
二
の
団
体

・
企
業
と
水
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
を
模
索
し
て
い
る
。

●
川
崎
市
の
取
り
組
み

神
奈
川
県
川
崎
市
は
、
〇
九
年
か

ら
、
地
一九
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
と
野
村
総
合
研
究
所
と
と
も
に
、

豪
州
向
け
水
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
を
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

（酬
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）
の
支
援
で
推
進

し
て
い
る
。
今
年
に
入
り
、
川
崎
市

は

「上
下
水
道
分
野
に
お
け
る
国
際

展
開
の
実
施
方
針
」
を
示
し
、
八
月

に
も
具
体
的
な
官
民
連
携
の
推
進
組

織
を
つ
く
る
予
定
で
あ
る
。
川
崎
市

は
す
で
に
中
国

（藩
陽
市
）
、
ベ
ト

ナ
ム

（ダ
ナ
ン
市
）
、
豪
州

（ク
イ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
）
な
ど
と
友
好
協

定
や
経
済
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

●
大
阪
市
の
取
り
組
み

大
阪
市
は

一
〇
年
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の

「省
水
型

・
環
境
調
和
型
水
循
環

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
関
経
連
や

東
洋
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
環
境
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
等

と
組
み
ベ
ト
ナ
ム

・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

と
水
道
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
、
現

地
指
導
と
と
も
に
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス

に
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
。
さ
ら
に

「
チ
ー
ム
水

・
関
西
」
を
結
成
し
、

今
ま
で
に
実
績
の
あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
、
中
国

。
青
島
市
な
ど
と
具
体
的

な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

●
北
九
州
市
の
取
り
組
み

福
岡
県
北
九
州
市
は
、
北
橋
健
治

市
長
を
牽
引
役
に
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

り
組
ん
で
い
る
。　
一
〇
年
八
月
に

「北
九
州
市
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
民
間
企
業

五
十
七
社
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（酬
国

際
協
力
機
構
）
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

（帥
国

際
協
力
銀
行
）
、
地
元
の
大
学
を
含
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め
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
図

っ
て
い
る
。

特
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

「ウ
ォ
ー
タ
ー
プ

ラ
ザ

（先
端
的
水
処
理
技
術
の
技
術

開
発
、
展
示
の
場
と

を
活
用
し
、

海
外
か
ら
の
視
察
や
カ
ン
ボ
ジ
ア

・

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
へ
の
水
道
事
業
支
援

や
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
へ
の
水
循
環

技
術
の
提
供
な
ど
積
極
的
な
動
き
を

見
せ
て
い
る
。

●
埼
玉
県
の
取
り
組
み

埼
玉
県
は

一
〇
年
に

「埼
玉
県
水

ビ
ジ
ネ
ス
海
外
展
開
研
究
会
」
を
設

置
し
、
水
処
理
メ
ー
カ
ー
や
県
内
企

業
と
組
み
、
海
外
展
開
を
図
る
方
針

を
打
ち
出
し
、　
一
一
年
に

「ウ
ォ
ー

タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
埼
玉
」

の
募
集
を
開
始
し
た
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
前
澤
工
業
帥

（川
国
市
）
や
帥

飯
能
製
作
所

（飯
能
市
）
、
直
治
薬

品
帥

（朝
霞
市
）
な
ど
の
県
内
の
企

業
が
加
わ
る
予
定
で
あ
り
、
特
に
ア

ジ
ア
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
。

●
滋
賀
県
の
取
り
組
み

滋
賀
県
は
嘉
田
由
紀
子
知
事
を
中

心
に
、
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
積
極

的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
、
琵
琶
湖
を
中
心
に
産
官
学
を

動
員
し
、
先
駆
的
な
水
環
境
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
る
か
ら

だ
。
淀
川
水
系
の
水
関
連
会
社
、
七

十
社

（積
水
化
学
工
業
、
日
東
電
工
、

東
レ
、
東
洋
紡
な
ど
）
と
連
携
し

て
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
意
向

で
あ
る
。
す
で
に

「
『水
ビ
ジ
ネ

ス
』
を
考
え
る
び
わ
湖
懇
談
会
」

を
設
置
し
て
い
る
。

●
広
島
県
の
取
り
組
み

広
島
県
は

一
〇
年
に
海
外
水
ビ

ジ
ネ
ス
向
け
勉
強
会
を
設
置
し
、

公
民
連
携
の
仕
組
み
を
模
索
し
て

い
た
。
本
年
六
月
に

「公
民
共
同

企
業
体
」
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と

し
て
、
前
述
の
水
【品
帥
を
決
定
し

た
。
こ
の
企
業
体
は
民
間
出
資
が
六

五
％
、
官
か
ら
の
出
資
が
二
五
％
で
、

当
初
は
県
営
用
水
供
給
事
業
の
指
定

管
理
者
と
し
て
事
業
を
開
始
し
、
将

来
は
県
下
の
複
数
の
自
治
体
の
水
道

事
業
の
維
持
管
理
事
業
や
海
外
水
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
り
組
み
で

あ
り
、
公
民
連
携
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
多
く
の
企
業
が
国

益
確
保
の
た
め
に
参
画
し
て
い
る
が
、

問
題
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
大
企
業
が

グ
ル
ー
プ
行
動
す
る
場
合
、
自
社
の

技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
が
漏
れ
る
こ
と
へ
の

警
戒
や
、
己
の
企
業
の
利
益
の
み
を

主
張
す
る
あ
ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
役
目
を
果
た
さ
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

一靱漸情融牌帥企業の

こ
れ
ら
の
動
き
と
は
別
に
独
自
に

海
外
展
開
す
る
元
気
な
中
小
企
業
と

し
て
特
筆
で
き
る
の
が
、
棚
ナ
ガ
オ

カ

（大
阪
府
泉
大
津
市
）
で
あ
る
。

同
社
は
日
本
企
業
が
不
得
意
と
す

る
中
国
で
大
き
な
成
功
を
収
め
て
い

る
。
そ
の
秘
訣
は
、
①
三
村
等
社
長

が
直
接
、
現
地
責
任
者
と
交
渉
す
る

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持

っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め

て
い
る
、
②
大
手
水
メ
ジ
ャ
ー
と
直

接
対
決
を
し
な
い
農
村
部
に
的
を
絞

っ
て
い
る
、
③
中
国
の
地
方
水
道
事

業
体
と
の
連
携
で
、
相
手
方
と
ウ
ィ

ン

・
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
創
り
、
事
業

展
開
を
図

っ
て
い
る
、
④
取
水
ス
ク

リ
ー
ン
を
主
体
と
し
た
独
自
の
コ
ア

技
術
を
有
し
て
い
る
―
―
。

当
然
、
海
賊
版
の
問
題
が
起
き
る

が
、
三
村
社
長
は
中
国
側
の
信
頼
で

き
る
相
手
と
組
み
、
マ
ネ
さ
れ
る
前

に
ど
ん
ど
ん
新
技
術
を
提
供
し
、
デ

フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
を
狙

っ

て
い
る
。
い
う
な
れ
ば
逆
張
り
の
発

想
で
成
功
し
て
い
る
。

＊

こ
の
よ
う
に
全
国
規
模
で
自
治
体

や
企
業
に
よ
る
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ

の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
公
共
イ
ン
フ
ラ

（橋
、
道
路
、
ガ
ス
、
通
信
）
全
般

に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
か
な

る
企
業
も
、
持
て
る
技
術
資
産
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持

っ
て
、
各
々
得
意
な
分

野
で
地
元
自
治
体
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
気
構

え
が
重
要
で
あ
り
、
自
ら
動
き
出
す

こ
と
で
未
来
は
ひ
ら
け
て
い
く
。

]|1 図 由本の水道事業の抱える課題

給水収益 :平成13年
から1000億 円減少

給水量 :平成9年から
1億 ボ減少

【課題11
0人口減少に伴う給水収益の減少
・地震等災害対策の強化(耐震化)

・老朽化対策(管路、配水池)

・職員の高齢化(技術の継承問題)

【解決策I

運営基盤や技術基盤を強化する新たな仕組みが必要
・財源

―の確保、収入の多角化
・周辺市町村と広域化・共同化
・官民運携等を活用し、水道の再構築
・技術OBの活用(維持管理委託、海外)
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